
B
U

N
D

L
E

 P
L

U
G

 IN
S

1 8 3

COMMON EDITING

A
U

D
IO

 R
E

C
O

R
D

IN
G

M
ID

I R
E

C
O

R
D

IN
G

C
O

M
M

O
N

 E
D

IT
IN

G
A

U
D

IO
 E

D
IT

IN
G

M
ID

I E
D

IT
IN

G
M

IX
IN

G
 &

 R
O

U
T

IN
G

A
P

P
E

N
D

IX
O

T
H

E
R

 T
E

C
H

N
IQ

U
E

S
P

R
O

JE
C

T
 S

T
A

R
T

リージョンのドラッグ移動単位を設定したい／
リージョンの位置を細かく調節したい050505

リージョンの選択と並んで、ドラッグによる移動やサイズの調節はエディットの基本です。この際に行うドラッグ操作の単位を決め

るのがスナップ機能で、メインウィンドウのズーム倍率に応じて自動的に単位が調節されるスマートの他、拍やディビジョン、サン

プルなどの単位に設定できます。また、キーコマンド操作によって設定した単位に従った移動を行うナッジ機能も装備しています。

スナップ（ドラッグ操作の単位設定）機能を利用するには 

　スナップのメニューはトラック領域の上段にあり

ます❶。表示に余裕がない場合はドラッグのメニュ
ーと一緒にまとめられています❷。
　このメニューで、スナップの単位❸と動作モード
❹を選択します。リージョンを絶対値にスナップに
チェックをつけると、リージョンの移動がスナップの

単位で指定した位置に限られます。クオンタイズを

かけながら操作しているような動作になります。画

面は、スナップの単位を小節、動作モードをリージョ

ンを絶対値にスナップに設定した例で、小節の先頭

になる位置にしかドラッグできません❺。リージョン
を相対値にスナップにチェックをつけると、リージョ

ンの移動が現在位置を基準にスナップの単位で指

定した間隔に限られます。画面は、スナップの単位

を小節、動作モードをリージョンを相対値にスナッ

プに設定した例で、リージョンが現在の位置から小

節単位で移動するようにしかドラッグできません❻。
　同様に、リージョンのサイズ変更やロケータ範囲

の設定もスナップメニューでの設定に従います。画

面はスナップの単位を小節、動作モードをリージョ

ンを絶対値にスナップに設定した状態で複数リージ

ョンのリージョンエンドを調節している例です❼。
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オートメーションを絶対値にスナップやオートメーシ
ョンスナップのオフセットなど、オートメーションデー

タに対してもスナップを有効にすることができます。通常は
外しておきます。

配置ガイドにチェックをつけておくと、ドラッグ中に他
のトラックのリージョンの先端や後端ちょうどの位置

になったときに、黄色い縦線を表示します。

control＋ドラッグするとスナップの設定単位よりも細
かく、control＋shift＋ドラッグするとさらに細かくド

ラッグできます。
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